
日本 NPO学会第 23回研究大会（東北大学）プログラム 

6月 19日（土） 

日本NPO学会第23回研究大会（東北大学）　プログラム（2021/5/15時点）

セッション1 セッション2 セッション3 セッション4 セッション5 セッション6

A2一般パネル モデレーター：津富　宏
A3English

Social Entrepreneruship & CSR

モデレーター：桜井　政成
討論者：September, Jeremy

A4研究実践報告（地域）
モデレーター：鈴木 康久

討論者：戸川　和成

Barriers and drivers to the
Implementation of Strategic CSR under
the Impacts of the COVID-19 Crisis: A
Case Study of Lesaffre, China

Yuxuan Liu
Yuko Nishide

地域コーポレーションによるネットワーク形
成機能と信頼醸成メカニズム

加藤　知愛

子育てをまちの力でプラスに～横浜市戸塚
区こまちぷらすの取組み～

米田 佐知子
瀬上　倫弘

地方都市における流通しにくい空き家利活
用を支援する団体の組織の現状について

米村　博昭

B2一般パネル モデレーター：長谷川　雅子 B3一般パネル モデレーター：今永　典秀 B4研究実践報告（災害）
モデレーター：小島　愛

討論者：菅野　拓

被災地との社会的・経済的なつながりが被
災地への社会貢献活動にどのように影響を
及ぼしたか　　　－東日本大震災から10年
が経過して香川大学のMBA学生アンケート
調査から－

佐藤　勝典

災害復興支援活動に対する企業寄付の行
動要因―みちのく未来基金を事例に―

石田祐    岡田彩
長沼孝義    竹中俊之

小野大騎

NPOの活動内容の変化における意思決定
プロセス～東日本大震災を経験した岩手県
沿岸部の非営利組織からの考察～

大吹　哲也

C3一般パネル モデレーター：秋葉　武 C4一般パネル モデレーター：崎坂　香屋子

公開シンポジウム 15：00～18 : 15

学会賞表彰式 18：30～19 ：00

交流会

（オンライン飲み会）
19：00～20：30

※交流会は自由トピックで自由に交流する機会です。最大６つの部屋で同時進行可能。飲み物や食べ物を持参し語り合いましょう！

6月19日（土）

A 9：00～10：40

A1企画委員会パネル

「東日本大震災にかかわる

民間助成プログラムの実態と教訓」

落書きボード

NPOのビジネス志向と倫理

小池 達也
奥田 裕之
服部 広隆
一柳 智子
鈴木 平 Defining the mindset of social

entrepreneurship
Yutaka Tanabe

東日本大震災の被災コミュニティを元気づ
けた 「ふれあいの赤いエプロンプロジェクト」
の10年 の経験から：次の大規模災害のた
めに伝えたいこと

齋藤　由里子    木下　ゆり
蒲生　哲   片岡　君江

吉田　恵子

杉岡　秀紀
西村　創一朗

足立　渉
塔本 幸治

C 13 : 00～14：40

C1企画委員会パネル

「非営利セクターの若手人材の

新しい働き方・関わり方」

C2企画委員会パネル

みやぎボイス連携セッション NPOのマネジメント強化―NPO砂浜美術館
(高知県黒潮町)の財源の転換プロセスから
―

村上　健太郎
山本　あやみ

B 10：55～12：35

B1理事会パネル

「学会員を守るための

研究公正の問題意識の共有化」
オープンデータの時代における市民社会の
役割 ～住民参加によるローカル指標づくり
の実践を踏まえて～

下山　紗代子
小柴　徳明
木下　聡

副業などの新しい働き方によって、地域金
融機関や金融人材が社会へどう貢献する
のか

公開シンポジウム「非営利セクターの現在地　～東日本大震災から10年、達成されたこと、積み残された課題」

学会賞受賞者表彰

交流会

談話室

 

  



 

6月 20日（日） 

セッション1 セッション2 セッション3 セッション4 セッション5 セッション6

被災地の今 8：30～9：20

D3一般パネル モデレーター：佐野　淳也

教育機会確保法成立以降の日本のフリース
クールの可能性

江川　和弥

E2一般パネル モデレーター： 田中　敬文 E3研究実践報告（パートナーシップ）
モデレーター：川中　大輔

討論者：早瀬 昇
E4研究実践報告（言葉）

モデレーター：長谷川　雅子
討論者：粉川一郎

非営利地域活動の継続性の可能性―民間
非営利部門と企業部門との連携において―

竹元　秀樹
ソーシャル・アントレプレナーシップ（social
entrepreneurship）の日本語訳の研究：対照
言語学の視点から

田辺　大

公務員における社会貢献活動の実態とそ
の要因―個人内要因と職場要因の関係性
に着目して―

小田切　康彦
NPOは女性・ジェンダーにどう向き合ってき
たのか―Twitter投稿のテキストマイニング
による検討

寺下　和宏

NPOの経営持続性：官民連携によるタウン
マネジメント組織の財務構造分析

中嶋　貴子
ソーシャル・ファーム概念が日本でどのよう
に受容されているか

平尾　昌也
桜井　政成

F2一般パネル モデレーター：桜井　政成 F3研究実践報告（ファンドレイジング）
モデレーター：山岡 義典

討論者：中嶋 貴子
F4研究実践報告（ボランティア・コロナ禍）

モデレーター：松島 みどり
討論者：仁平　典宏

休眠預金等活用制度の資金分配団体、実
行団体の意識調査報告

早瀬　昇
新型コロナウイルス禍のボランティア活動参
加に与える影響とその機構

森　保文
淺野 敏久
前田 恭伸

CharityとPhilanthropyのそれぞれに特異的
なファンドレイジング手法のレビュー

渡邉　文隆
コロナ禍におけるホームレス支援NPO活動
の脆弱性と課題―仙台夜まわりグループの
事例を通して

新田　貴之

東近江三方よし基金による資金支援の成果
と課題：域内循環の構築に着目して

中野　栄美子
石倉 研

ボランティアの社会化を促すものは何か？：
当事者との相互作用に着目して

岡村　こず恵

G2学生セッション／企画パネル
モデレーター：西出優子

討論者：中尾公一
G3一般パネル モデレーター：大久保　朝江 G4研究実践報告（参加）

モデレーター：李 妍焱
討論者：岡本　仁宏

大学生の学内のPBL型学習と、学外の実践
事例による学びの特徴

鳥本　真生
推薦者：今永 典秀

過去の社会運動に対する否定的評価は政
治参加にどう影響するのか

坂本　治也
富永　京子
金澤　悠介

なぜ人は「寄付」するのか　－経験の語りか
らその意味を検証する

岡田　彩
佐々木　周作
今田　翔平
横山　昇
陳　秋伊

仕事や余暇の観点からみるプロボノの個人
的意義

高瀬　桃子

2日目の振り返り＆

閉会式
17：15～18：15 各セッションの振り返り&閉会の挨拶

F 13：30～15：10

F1企画ワークショップ

｢ＮＰＯ（実践者）と大学（研究者）によ

る地域内連携を深めるためには？」
地域を変革するためのサービスラーニング
とソーシャルワーク：共助政策への抵抗

竹端 寛
菊池 遼
鈴木 平

市川 享子

G 15：25～17：05

G1企画委員会パネル

「セクターの垣根を超える、

非営利セクターの多様化」

NPO法人格を持つワーカーズ・コレクティブ
がどのように労働者協同組合へ移行する
か?

関口 宏聡

東日本大震災後に設立したNPOの今後の
持続可能性を探る ～NPOの先行実践者か
ら見る組織と経営から～

柴田　滋紀
塚本　卓

根本　暁生
兼子　佳恵

企画委員会パネル
「NPO教育と学生の力」

実行委員・企画委員と東日本大震災から10年を振り返る会

D 9：30～11：10

D1企画委員会パネル

「大学におけるNPO教育

－日本、韓国、中国、台湾、

香港、米国の実態を探る」

D2企画委員会パネル

「中間支援組織とそこで働く人たち　～実践者の言葉からその役割を紡ぐ～」

D4ポスターQ＆Aセッション

落書きボード 談話室

宮城県女川町の復興まちづくりにおける内
発的地域イノベーション・エコシステム形成

小松　洋介
後藤 大輝
青山 貴博 地方自治体における女性政策の導入と市

民社会組織の役割：女性団体を中心とした
実証分析

山本 英弘
大倉　沙江

E 11：25～13：05

6月20日（日）

 

 


